
   阿久根市体験型観光コンテンツ開発等事業補助金交付要綱 

令和２年３月３１日 

告示第４０号 

改正  令和３年３月告示第２８号 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，地域の魅力の発信を通じた観光の振興を図るた

め ， 体 験 型 観 光 コ ン テ ン ツ の 開 発 及 び 改 良 に 関 す る 事 業 （ 以下

「事業」という。）に取り組む者に対し，予算の範囲内において

補助金を交付することについて，阿久根市補助金等交付規則（平

成１９年阿久根市規則第１３号）に定めるもののほか，必要な事

項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において「体験型観光」とは，自然，食，文化，人

など本市の地域資源を活用し，体験プログラムをはじめとする取

組を通じて，旅行者が市内に滞在し，本市の魅力を体感できる観

光の形態をいう。 

 （補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）

は，事業に取り組む個人又は法人若しくは団体とし，次の各号の

いずれの要件にも該当するものとする。 

 ⑴  市内に住所又は事務所，店舗若しくは事業所を有すること。 

 ⑵  市税を滞納していないこと。 

 ⑶  既に補助金の交付を受けた事業又は当該事業と同様の内容と認

められる事業ではないこと。 

 ⑷  個人又は法人若しくは団体の代表者若しくは役員が，暴力団

（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。）の構成員

でないこと。 

 （補助対象事業） 

第４条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」とい



う。）は，次に掲げる要件を全て満たすものとする。 

 ⑴  本市の区域内において行われる事業であること。 

 ⑵  単なる施設整備，イベントの実施又は情報発信を目的とした事

業ではないこと。 

 ⑶  事業の目的，内容及び効果が補助金の目的を達成するものであ

ること。 

 ⑷  翌年度以降も事業の継続が見込まれるものであること。 

 ⑸  行政庁等の許可・認可等が必要な場合は，当該許可・認可等を

受けられることが確実に見込まれる事業であること。 

 （補助対象経費） 

第５条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」とい

う。）は，次に掲げる経費とする。 

 ⑴  備品購入費 

 ⑵  消耗品費 

 ⑶  印刷製本費 

 ⑷  委託料  

 ⑸  その他市長が必要と認める経費 

 （補助金の額） 

第６条 補助金の額は，補助対象経費の３分の２以内の額とし，２０

万円を限度とする。ただし，補助金の額に千円未満の端数が生じ

たときは，これを切り捨てるものとする。 

 （補助金の交付申請） 

第７条 補助対象者は，補助対象事業を実施する前に，阿久根市体験

型観光コンテンツ開発等事業補助金交付申請書（別記第１号様式）

に，次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

 ⑴  事業計画書（別記第２号様式） 

 ⑵  収支予算書（別記第３号様式） 

 ⑶  法人又は団体においては，団体等の概要（別記第４号様式） 

 ⑷  納税証明書 

 ⑸  その他市長が必要と認める書類 

 （実施効果の報告） 

第８条 補助金の交付を受け補助対象事業を実施した者は，原則とし



て当該事業の完了した日の属する会計年度の終了後２年間，毎会

計年度終了後３０日以内に，その実施効果について，阿久根市体

験型観光コンテンツ開発等事業実施効果報告書（別記第５号様式）

により報告しなければならない。 

２  市長は，前項の報告を受けた場合において，その報告に係る補助

事業の効果が前条に規定する申請の際において示された事業効果

と比べ十分ではないと認めるときは，その改善のため指導又は助

言を行うことができる。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか，必要な事項は，市長が別に定

める。 

   附  則  

 この要綱は，令和２年４月１日から施行する。 

   附  則（令和３年３月告示第２８号） 

 この要綱は，令和３年４月１日から施行する。 


